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（5） 下田市鍋田湾で採集された新規棘皮動物の形態的特徴
（6） ○関東　太郎１、東北　次郎２、関西　三郎１
（7） [bookmark: _GoBack]１）筑波大学大学院生命環境科学研究科、２）東京大学大学院理学系研究科
（8） 新口動物に属する棘皮動物は○○○○○○○○○○○○○である。今回、伊豆下田の鍋田湾からドレッジにて○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。その形態的特徴を、光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。本来、棘皮動物に特有な○○○○○○○○○○○○○○○○、また、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。これらの特徴から、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。さらに本発表では、○○○○○○○○○○○○○○○○○報告する。
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